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目的

実習カンファレンスの多様なあり方を探求するために,「言葉」や「物語」によって展開さ

れるという特徴に着目するナラティブ・アプローチを用いて,実習カンファレンスで起こる現

象,実習カンファレンスの場の特性を分析・検討し,実習カンファレンスに対する見方や実習

カンファレンスの場での新しいかかわり方を見出すことが本研究の目的である.

研究方法

1.研究対象

平成14年度に実施した本学短期大学生の精神看護学実習における3つのカンファレンス事

例を対象とする.カンファレンスに登場する学生の受持患者は,いずれも統合失調症をもつ患

者である.

事例1:食物を丸呑みし,早食いになる患者の行動を変えるための看護について話し合ったカ

ンファレンス

事例2:更衣したがらず,同じ服を着続ける患者の清潔援助について話し合ったカンファレン

ス

事例3:患者とのコミュニケーションがとれないと落ち込んでいた学生が,本当は患者とのコ

ミュニケーションはとれていることを認識し合ったカンファレンス

2.分折方法

事例2はクラインマンの「説明モデル」1)の概念,事例3はセルフヘルプグループ等でみら

れる「自己物語」1)の概念を用いて分析した.

研究結果
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1.事例1の紹介と分析:カンファレンスで学生が以下の報告をした.前日に,昼食を丸呑み

し,あっという間に食べ終えた受持の男性患者の行動が気になったので,今日は,ゆっくり食

べた方がよいことを患者に説明した.今日は15分くらいかけて,ゆっくり食べた.臨床指導

者は,「ゆっくり食べることが今後も続くように,栄養士さんの話を一緒に聞いたり,パンフ

レットをもらってきて一緒に見るのもいいし,患者さんは新聞記事をスクラップしているので,

ゆっくり食べることの効用について書いた記事を一緒にさがすのもいいですね.」と助言した.

教員は,「行動変容が起こり,その行動変容が持続するように,今言われたような方法で強化

するということですね.」と行動療法の言葉で追加説明した.事例1は,臨床指導者が患者に

応じた現実的,具体的な知識や工夫を助言し,教員が専門用語を用いて理論的背景を補足して

おり,通常よくみられる例である.

2.事例2の紹介と分析:いつも同じ服を着用し,洗濯しようとしない受持の女性患者に更衣

をどう促すべきかがテーマであった.看護記録には,患者は清潔に関する認識が欠如しており,

更衣をしない,下着を替えない,生理があるという妄想のために生理帯を着用している等の記

載があり,学生は当初から清潔の援助のことが頭にあったという.教員は,「患者さんは本当

はおしゃれな人ではないか.髪はソバージュにしているし,白いズボンに白いブラウスを着て,

暑いのに毛糸のベストを着ているけれども,あれは患者さんの好きなスタイルなのではないか.

自分の服装にポリシーを持っているのかもしれない.男性患者に声をかけ,にこやかに話して

いる姿を見ると,女性としての意識を強く持っていると感じた.」と述べた.臨床指導者も「好

きな色は白と言っていました.」と述べた.学生は,何が何でも更衣させようと考えていたが,

同じ女性として共感できる部分もあるなと感じ,患者の自尊心に配慮した声かけや援助が大切

だと気づいている.事例2は,クラインマンのいう「説明モデル」のように,看護記録にある

「説明モデル」とは異なる,患者側の「説明モデル」の可能性を教員が示唆した例である.

3.事例3の紹介と分析:薬の副作用による構音障害があり,話す言葉が聞き取りにくく,自

分からは話さない男性患者を受け持った学生は,「コミュニケーションがとれず,ショックだ.」

と落ち込んでいた.翌日,学生は,「昼食後にホールで一緒にテレビを見ていると,患者さん

が『あの人,知ってる?女優○○の息子だよ.』と話しかけてきた.会話はそれきりで続かな

かった.」と教員に報告した.教員は,「時間と場所を共有し,テレビを媒介にして,明確に相

手を意識したやりとりがあり,コミュニケーションはとれていると思う-」と述べ,会話が綻

くことだけがコミュニケーションではないことを他の学生にも理解してもらいたいので,今日

あったことをカンファレンスに出すように勧めた.カンファレンスでは,学生は今日あったこ

とを語り,教員がその意味を説明し,他の学生達も「コミュニケーションは成立している」と

認めた.事例3は,学生が自分の経験を話すことで,「コミュニケーションがとれない自分」

から「コミュニケーションがとれている自分」へと変化し,自己物語を書き換えた例である.
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